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会計方針の変更会計方針の変更会計方針の変更会計方針の変更等等等等に伴う業績予想の修正にに伴う業績予想の修正にに伴う業績予想の修正にに伴う業績予想の修正に関する関する関する関するおおおお知らせ知らせ知らせ知らせ    

 

 当社は、本日開催の取締役会において、会計方針の変更等を決定いたしました。これに伴い、2014 年

２月 10 日に発表しております 2014 年 12 月期の連結業績予想を下記のとおり、修正いたしましたので

お知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について１．業績予想の修正について１．業績予想の修正について１．業績予想の修正について    

2014 年 12 月期連結業績予想の修正（2014 年１月１日～2014 年 12 月 31 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株あたり 

当期純利益 

 

前回発表予想(A) 

百万円 

535,800 

百万円 

15,000 

百万円 

14,400 

百万円 

6,400 

円 銭 

52.87 

今回修正予想(B) 535,800 19,000 19,500 9,600 79.31 

増減額(A)-(B) - 4,000 5,100 3,200  

増減率(%) - 26.7 35.4 50.0  

(ご参考) 

前期実績(注) 

(2013 年 12 月期) 

372,792 7,581 7,732 11,582 139.70 

(注) 2013 年 7 月 1 日付で関東・東海地区コカ･コーラボトラー４社の経営統合を行いました。このた

め、2013 年 12 月期の業績は、第１、第２四半期は旧コカ・コーラ セントラル ジャパン株式会

社の業績のみが含まれ、統合後の当社の業績は第３、第４四半期に含まれております。さらに、

統合再編に係る一時的な費用（△８億 88 百万円）が営業利益に、統合により発生した負ののれ

ん発生益等の一時的な利益（60 億１百万円）が当期純利益にそれぞれ反映されております。 

 

２２２２．．．．修正の理由修正の理由修正の理由修正の理由        

  当社は、経営統合後はじめて作成した 2014 年度の事業計画において、新たに販売機器に係る

戦略とサプライチェーン戦略を導入したことを契機に、会計方針および会計上の見積りの変更を

行うことといたしました。従来、有形固定資産の減価償却方法は、主として旧定率法を採用して

おりましたが、当第１四半期連結会計期間より、実態をより適切に反映する定額法に変更いたし

ました。また、有形固定資産のうち、販売活動上重要な資産である自動販売機やクーラー等の販

売機器は、主な耐用年数を５～６年としておりましたが、より実態に近い耐用年数を適用すべく、

当第１四半期連結会計期間より耐用年数を９年に変更いたしました。さらに、有形固定資産の残

存価額を備忘価額の１円に変更し、当第１四半期連結会計期間に耐用年数経過後の有形固定資産

の残存価額を備忘価額まで償却いたしました。このため、当第１四半期連結会計期間の営業損失



 

は前年同期比増加いたしましたが、通期では減価償却費が当初予想より減少し、営業利益、経常

利益および当期純利益が増加するため、今回修正するものであります。なお、売上高に関しまし

ては影響がないため修正を行っておりません。これらの変更により当社がベンチマークとして認

識している世界の同業他社のベストプラクティスと同様の基準となりました。 

  なお、具体的な変更内容につきましては、本日開示いたします「2014 年 12 月期第１四半期決

算短信〔日本基準〕（連結）」の「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項」の「会計方針の

変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」に記載しております。 

 

（注）上記の予想は、現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々

な要因により、予想値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


